
履修系統図 2019年度入学生こども発達専攻

教職実践演習(幼稚園） 保育実習Ⅱ

教育方法 保育実習指導Ⅱ

保育内容総論 保育実習指導Ⅰ 幼稚園実習

音楽表現法 保育実習指導Ⅰ 保育実習Ⅱ 教職実践演習(幼稚園）

発達と健康 保育実習Ⅱ 保育実習指導Ⅱ 幼児英語教材演習

子どもの食と栄養B 保育実習指導Ⅱ 教職実践演習(幼稚園） 教育方法

子育て支援 教育方法 幼児英語教材演習 保育内容総論 保育内容総論

子育て支援 子ども家庭支援論 こどもの図画工作 こどもの図画工作 こどもの図画工作 音楽表現法

教師・保育者論 社会的養護Ⅱ 保育内容の理解と方法(教材の活用を含む) 保育内容の理解と方法(教材の活用を含む) 保育内容の理解と方法(教材の活用を含む) 発達と健康

国際理解 教師・保育者論 発達と健康 子ども家庭支援論 音楽表現法 教師・保育者論

情報処理(演習を含む) 教育の心理学 社会的養護Ⅱ 教育の心理学 子どもの食と栄養B 国際理解

心理学 住生活論 住生活論 心理学 教育の心理学 情報処理(演習を含む)

保育実習Ⅰ

保育実習指導Ⅰ

幼稚園実習指導

幼稚園実習

保育キャリアデザインB

音楽表現法

幼稚園実習 こどもと読書生活 保育実習Ⅰ

保育実習Ⅰ 子どもの食と栄養A 幼稚園実習 保育実習指導Ⅰ

保育実習指導Ⅰ 子どもの健康と安全 幼稚園実習指導 幼稚園実習指導 保育キャリアデザインB 生活の基礎

生活の基礎 子ども家庭支援の心理学 保育内容の理解と方法(教材の活用を含む) 保育内容の理解と方法(教材の活用を含む) 音楽表現法 音楽表現法

現代社会の課題Ｂ 教育原理 子ども家庭支援の心理学 こどもと読書生活 保育内容の理解と方法(教材の活用を含む) こどもと読書生活

人間学 社会的養護Ⅰ 教育原理 子どもの食と栄養A 子どもの健康と安全 社会的養護Ⅰ

スポーツ理論・実技B 幼児教育課程論 子どもの理解と援助 幼児教育課程論 子ども家庭支援の心理学 人間学

コミュニケーション英語 子どもの理解と援助 衣生活論 スポーツ理論・実技B 幼児教育課程論 スポーツ理論・実技B

コンピュータ基礎演習B 衣生活論 現代社会の課題B コミュニケーション英語 子どもの理解と援助 コンピュータ基礎演習B

保育実習Ⅰ

保育実習指導Ⅰ

保育キャリアデザインA

保育内容：表現(音楽)

保育内容：人間関係 保育実習Ⅰ

保育実習Ⅰ 保育内容：言葉 保育実習指導Ⅰ

保育実習指導Ⅰ 保育内容：健康 保育キャリアデザインA 保育内容：言葉

生活の基礎 幼児体育 保育内容：表現(音楽) 生活の基礎

保育の心理学 保育の音楽表現 保育内容：言葉 保育の音楽表現

食生活論 こどもと読書生活 保育内容：健康 保育内容：表現(音楽) 幼児体育 こどもと読書生活

現代社会の課題Ａ 特別な支援を要する子どもの理解と支援 幼児理解(カウンセリングを含む) 保育内容：人間関係 保育内容の指導法(情報機器の活用を含む) 幼児体育

キャリアデザイン論 乳児保育Ⅱ 保育の心理学 こどもと読書生活 保育の音楽表現 保育内容の指導法(情報機器の活用を含む)

総合英語Ｂ 幼児理解(カウンセリングを含む) 食生活論 幼児理解(カウンセリングを含む) 特別な支援を要する子どもの理解と支援 キャリアデザイン論

日本国憲法 保育の心理学 現代社会の課題Ａ 総合英語B 乳児保育Ⅱ 日本国憲法

保育実習指導Ⅰ

保育内容：表現(造形)

保育実習指導Ⅰ 保育内容：環境

幼稚園実習 生活の基礎

保育内容：表現(造形) 保育基礎演習

保育実習指導Ⅰ 保育内容：環境 保育内容の指導法(情報機器の活用を含む)

幼稚園実習 保育基礎演習 保育の音楽表現

生活の基礎 保育の音楽表現 こどもと読書生活

生活学 こどもと読書生活 幼稚園実習 子ども家庭福祉

ボランティア社会学(実習を含む) 社会福祉 こどもと読書生活 保育基礎演習 乳児保育Ⅰ

キャリアデザイン論 子ども家庭福祉 子どもの保健 保育内容の指導法(情報機器の活用を含む) 保育原理

スポーツ理論・実技A 子どもの保健 ボランティア社会学(実習を含む) 保育の音楽表現 ボランティア社会学(実習を含む)

総合英語A 特別な支援を要する子どもの理解と支援 保育内容：環境 スポーツ理論・実技A 子どもの保健 キャリアデザイン論

コンピュータ基礎演習A 乳児保育Ⅰ 社会福祉 総合英語A 特別な支援を要する子どもの理解と支援 コンピュータ基礎演習A

日本語表現 保育原理 生活学 日本語表現 スポーツ理論・実技A 日本語表現

社会人基礎スキル 専門的知識・技術 思考力 コミュニケーション力 実践力 向上心・責任感

社会人としての教養・マ
ナーを身につけることが
できる

専門分野における基本的
な知識・技術を身につけ
ることができる

知識・技術を活用して問
題解決のためのプロセス
考えることができる

他者を尊重し、協力して
問題解決ができる

知識・技術を活用し、実
践のため応用力がある

自分自身を高める学習や
行動、責任感ある行動を
実践できる

学修成果評価指標（規準）

ディプロマ・ポリシー
１．人間に関わる理論を学ぶことで、精神的、身体的に健康に生きることへの問題意識を持ち、問題解決へ向
けての応用能力を身につけている（社会人基礎スキル、思考力、コミュニケーション力）
２．こどもたちの個性や可能性を大切にして、人格形成にかかわる適切な指導や援助のできる保育力および
人の気持ちへの受容・共感・支持の態度を身につけている（専門的知識・技術、実践力、向上心・責任感）
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